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平成２９年度　通学路要望箇所　現地確認一覧

№ 項番
危険個所・要注意個所の場所

路線等
通学路の状況・危険の内容 要望内容 対策（案） 担当

1 今南01
今渡南小学校南西角交差点
市道18・5224・5218号線

南北方向道路を児童が横断するが、一時停止等に
なっていないため、自動車の動きがつかみづらい場合
がある。

南北方向道路を一時停止にするか、徐行するよう表示
できないか。

現状では一時停止および徐行の規制は困難ですが、
交差点内の外側線、Ｔ字線を引きポストコーンの設置
を検討します。

可児警察署
防災安全課
土木課

2 土田01
土田字宿2059-2先
（水谷建具前交差点）
市道9・12号線

市道9号線の交通量が大変多く、また交差点に横断歩
道があるが信号がないため危険である。

信号機の設置

信号機の設置に関しては、交通量、周辺環境、交通事
故発生状況などを勘案し検討しますが、現状での設置
は困難です。
道路に横断歩道あり等を表示し、注意喚起することを
検討します。

可児警察署
防災安全課
土木課

3 土田02
土田字富士ノ井5240先
市道6028・107号線

白線の幅が狭く、踏切を渡るとき車が来ると大変危険。
通勤時間と朝の登校時間が重なるため、速いスピード
の車が多く行き来するため危険。

通学路の表示、スピードを落とすよう注意を促す表示
など目立つよう設置してほしい。

通学路の表示については市内各所からの要望を踏ま
えて優先順位を決定しています。
踏切南側の市道107号線に路面表示による注意喚起
を検討します

学校教育課
土木課

4 春里01
長洞字落合18先
市道7098号線

登校時に、徒歩の小学生と自転車の中高生が混在し
ており、お互い避けたときなどに、謝って川に転落する
危険がある。また、登下校で児童が興味本意で川をの
ぞき込むことが多く、夢中になってしまい転落の恐れが
ある。特に雨で増水したときは、転落すると流されてし
まう。（大雨の時、田んぼからの水があふれ、三叉路の
付近に水が多くたまった。）

川沿いに、ガードレールが一部しか設置されていない
ので、Ｔ字路から車道までの全てにガードレールを設置
してほしい。

ガードレールの設置を検討しますが、降雨により、河川
が増水するときには、近くへよらないよう指導をお願い
します。

土木課

5 春里02
坂戸字柿ノ木田1170-5外先

（清香苑ユニオンホール前交差点）
市道23・7149・7182号線

当該箇所はカーブの先の横断歩道のため見通しが悪
いうえ、大型車両を含む交通量が多く児童の横断が危
険である。

歩行者用信号機の設置

地元要望からも信号機の設置を求められていますが、
道路形状や交通量からも設置は困難です。
横断歩道の標識の設置や路面表示による注意喚起を
検討します。

可児警察署
防災安全課
土木課

6 旭01
大森字宮町地内

（西ケ原ため池前付近）
市道34号線

途中で水路が途切れており、増水時は道路まで水が溢
れ危険。

水路の整備
当路線から排除される排水は、下流域の水路断面不
足により、現在改修計画中です。その計画が完了次
第、道路の整備と一緒に中長期で計画します。

土木課

7 広見01

中恵土34番地2先
一般県道御嵩犬山線・市道3009・

3013号線
※H27・28年度要望あり

市道3013号線を通学路としている広見小児童、中部中
生徒は200人を超えている。子供たちが横断する県道
御嵩・犬山線は交通量が増大し横断に際しては日々危
険にさらされている。信号機の設置に関して待ち場文
団を重視するのではなく、安全・安心を方針として掲げ
る市の施策として、日々の子供たちの命を守るために
も信号機設置を引続き要望します。

押しボタン信号機の設置
信号機の設置に関しては、交通量、周辺環境、交通事
故発生状況などを勘案し検討しますが、現状での設置
は困難です。通学路の見直しも検討願います。

可児警察署
可茂土木事務所
防災安全課

8 今北01
今渡字坂之下709番地1先
市道10・48・5237号線
（福祉センター入口）

市道10号線は非常に交通量が多い道路だが、今渡北
小学校の通学路として、交差点を毎日多くの子供が利
用している。地元の見守り隊の方々が熱心に交通安全
の活動をされているが、とても危険な状況である。通学
時間帯の安全な交差点利用のため、押しボタン式信号
機の設置を要望する。

押しボタン信号機の設置、交差点の安全対策
信号機の設置に関しては、交通量、周辺環境、交通事
故発生状況などを勘案し検討しますが、現状での設置
は困難です。

可児警察署
防災安全課


